
１１１１　　　　従業地従業地従業地従業地・・・・通学地別人口通学地別人口通学地別人口通学地別人口

平成平成平成平成２２２２２２２２年国勢調査年国勢調査年国勢調査年国勢調査

従業地従業地従業地従業地・・・・通学地集計通学地集計通学地集計通学地集計　　　　奈良県結果奈良県結果奈良県結果奈良県結果のののの概要概要概要概要

　　　　～～～～平成平成平成平成１７１７１７１７年年年年にににに比比比比べべべべ従業従業従業従業・・・・通学通学通学通学するするするする人人人人のののの割合割合割合割合はははは低下低下低下低下～～～～    　本県の総人口に占める従業地・通学地別人口の割合は、「自市町村（自宅）」が4.4％、「自市町村（自宅外）」が23.9％、「他市町村（県内）」が15.0％、「他市町村（県外）」が15.7％、「従業も通学もしていない」が41.0％となっています。　平成１７年より、「自市町村（自宅）」が0.7ポイントの低下、「自市町村（自宅外）」が1.2ポイントの低下、「他市町村（県内）」が1.0ポイントの上昇、「他市町村（県外）」が0.1ポイントの低下となり、平成１７年に比べ従業・通学する人の割合は低下しています。一方「従業も通学もしていない」は上昇しています。

　　表表表表　　　　　　　　従業地従業地従業地従業地・・・・通学地別人口及通学地別人口及通学地別人口及通学地別人口及びびびび就業者就業者就業者就業者・・・・通学者数通学者数通学者数通学者数（（（（HHHH17171717年年年年、、、、22222222年年年年））））

　　図図図図　　　　　　　　従業地従業地従業地従業地・・・・通学地別人口通学地別人口通学地別人口通学地別人口のののの割合割合割合割合((((HHHH17171717年年年年、、、、22222222年年年年））））

1)  年齢「不詳」を除く。2)  「年齢」「労働力状態」及び「従業地・通学地」の不詳。3)  「従業地または通学地」の不詳。

ポイント差１７年 1) ２２年 １７年 ２２年 1７年～２２年夜間人口（常住人口） 1,419,366 1,400,728 100.0 100.0 0.0  従業も通学もしていない 562,894 545,455 40.1 41.0 0.9  自市町村 423,074 376,012 30.2 28.3 -1.9  　自宅 70,698 57,984 5.0 4.4 -0.7　　自宅外 352,376 318,028 25.1 23.9 -1.2 他市町村 416,698 407,867 29.7 30.7 1.0　　県内 196,081 188,943 14.0 15.0 1.0　　他県 220,617 197,223 15.7 15.7 -0.1     県内・他県不詳 0 21,701 ― ― ―　不詳 2) 16,700 71,394 ― ― ―うち就業者 634,549 596,525 100.0 100.0 0.0 自市町村 282,704 247,014 44.6 41.7 -2.9　　自宅 70,698 57,984 11.1 9.8 -1.4　　自宅外 212,006 189,030 33.4 31.9 -1.5 他市町村 351,845 345,417 55.4 58.3 2.9　　県内 165,805 159,643 26.1 28.4 2.3　　他県 186,040 167,994 29.3 29.9 0.6     県内・他県不詳 0 17,780 ― ― ―　不詳 3) 0 4,094 ― ― ―うち通学者 205,223 191,956 100.0 100.0 0.0 自市町村 140,370 128,998 68.4 67.4 -1.0 他市町村 64,853 62,450 31.6 32.6 1.0　　県内 30,276 29,300 14.8 16.3 1.6　　他県 34,577 29,229 16.8 16.3 -0.6     県内・他県不詳 0 3,921 ― ― ―　不詳 3) 0 508 ― ― ―

従業地・通学地 就業者・通学者数（人） 割合（％）
5.2 32.423.925.1 19.615.014.0 5.015.715.7 37.741.04.45.0 40.1

0% 20% 40% 60% 80% 100%Ｈ22年(全国）Ｈ22年Ｈ17年
自宅 自宅外（自市町村） 県内他市町村 県外他市町村 従業も通学もしていない
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２２２２　　　　従業地別就業者従業地別就業者従業地別就業者従業地別就業者

　　図図図図　　　　　　　　男女男女男女男女、、、、年齢年齢年齢年齢（（（（５５５５歳階級歳階級歳階級歳階級）、）、）、）、従業地別従業地別従業地別従業地別１５１５１５１５歳以上就業者歳以上就業者歳以上就業者歳以上就業者のののの割合割合割合割合

　15歳以上就業者の従業地別割合は、「自市町村」が41.7％、「他市町村」が58.3％となっています。　男女別にみると、男性は「自市町村」が34.7％、「他市町村」が65.3％、女性は「自市町村」が51.3％、「他市町村」が48.7％となり、男性の３分の２近くが「他市町村」で従業しています。　男女別、年齢5歳階級別に15歳以上就業者の従業地別割合をみると、「自市町村」は、男性で65歳以上が61.8％と最も高く、次いで15～19歳が44.8％、60～64歳が39.0％となり、女性で65歳以上が78.9％と最も高く、次いで60～64歳が67.0％、55～59歳が59.9％となっています。　「他市町村」は、男性で40～44歳が72.7％と最も高く、次いで45～49歳が72.3％、35～39歳が71.9％となり、女性で25～29歳が68.4％と最も高く、次いで30～34歳が63.1％、20～24歳が62.2％となっています。

    ～～～～就業者就業者就業者就業者のののの従業地別割合従業地別割合従業地別割合従業地別割合はははは、「、「、「、「自市町村自市町村自市町村自市町村」」」」がががが男女共男女共男女共男女共にににに６５６５６５６５歳以上歳以上歳以上歳以上がががが最最最最もももも高高高高くくくく、、、、「「「「他市町村他市町村他市町村他市町村」」」」はははは、、、、男性男性男性男性ではではではでは４０４０４０４０～～～～４４４４４４４４歳歳歳歳、、、、女性女性女性女性ではではではでは２５２５２５２５～～～～２９２９２９２９歳歳歳歳がががが最最最最もももも高高高高いいいい～～～～

男 女自宅 自宅外 県内 他県自市町村 他市町村▼ ▼ ▼ ▼ 自宅 自宅外 県内 他県自市町村 他市町村▼ ▼ ▼ ▼9.8

5.76.87.89.914.7 32.2

24.943.835.328.525.123.221.721.022.222.324.4 29.6

28.5 34.034.136.635.733.531.029.429.026.621.9

36.8 21.228.632.035.238.441.742.941.041.339.0 24.913.30% 20% 40% 60% 80% 100%

　総数　　15～19歳　　20～24歳　　25～29歳　　30～34歳　　35～39歳　　40～44歳　　45～49歳　　50～54歳　　55～59歳　　60～64歳　　65歳以上

9.8

6.26.68.312.319.3 42.7

41.551.736.829.833.339.044.447.548.647.7 47.7 36.1

28.327.632.233.133.0 32.130.930.528.825.920.7 11.2

20.420.129.935.330.123.518.515.314.314.212.310.00% 20% 40% 60% 80% 100%

　総数　　15～19歳　　20～24歳　　25～29歳　　30～34歳　　35～39歳　　40～44歳　　45～49歳　　50～54歳　　55～59歳　　60～64歳　　65歳以上
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　　　　　　　　　　　　　　　　～～～～県内県内県内県内３９３９３９３９市町村市町村市町村市町村のうちのうちのうちのうち２５２５２５２５市町村市町村市町村市町村でででで                                       他市町村                                       他市町村                                       他市町村                                       他市町村にににに従業従業従業従業するするするする人人人人がががが半数半数半数半数をををを超超超超えるえるえるえる～～～～　 15歳以上就業者のうち、自市町村で従業する人の割合を市町村別にみると、十津川村が96.4％と最も高く、次いで上北山村が91.0％、下北山村が89.7％となっています。　市町村別に他市町村で従業する人の割合をみると、安堵町が80.3％と最も高く、次いで上牧町が78.3％、王寺町が78.0％となり、25市町村で50％を超えています。　他市町村のうち、他県で従業する人、いわゆる県外就業者の割合は、生駒市が56.2％と最も高く、次いで王寺町が45.6％、三郷町が45.5％となっています。
＊割合は国に準じて計算。他市町村への就業者数には従業地県内・他県の「不詳」を含む。
＊割合は国に準じて計算。

　　表表表表　　　　県外就業者県外就業者県外就業者県外就業者のののの割合割合割合割合［［［［市町村別市町村別市町村別市町村別］］］］
上位５位
上位５位

　　図図図図　　　　他市町村就業者他市町村就業者他市町村就業者他市町村就業者のののの割合割合割合割合 　　図図図図　　　　県外就業者県外就業者県外就業者県外就業者のののの割合割合割合割合

　　表表表表　　　　他市町村就業者他市町村就業者他市町村就業者他市町村就業者のののの割合割合割合割合［［［［市町村別市町村別市町村別市町村別］］］］

３０％以上２０％以上～３０％未満２０％未満７０％以上５０％以上～７０％未満５０％未満

４５ 5,663 7,3347,181 9,3927,359 9,50878.3河合町 77.2上牧町王寺町 78.0 7,371 9,5233,387就業者数（人） 常住する就業者数（人）他市町村への安堵町 80.3 2,721市町村名 割合（％）１２３ 三郷町 77.1
就業者数（人）他県への市町村名 割合（％） 就業者数（人） 常住する45.5生駒市 56.2 27,331５ 42.0香芝市 43.6平群町４ 12,5743,397 30,6448,2239,392１３ 50,1789,5084,246２ 王寺町 45.6 4,146三郷町
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　　表表表表　　　　男女男女男女男女、、、、年齢年齢年齢年齢（（（（５５５５歳階級歳階級歳階級歳階級））））別別別別　　　　県外就業者数県外就業者数県外就業者数県外就業者数とととと割合割合割合割合（（（（HHHH17171717年年年年、、、、22222222年年年年））））

～～～～奈良県奈良県奈良県奈良県はははは他県他県他県他県でででで従業従業従業従業するするするする人人人人のののの割合割合割合割合がががが２９２９２９２９．．．．９９９９％％％％でででで全国全国全国全国１１１１位位位位、、、、　　　　　　　　　　　　男性男性男性男性はははは４０４０４０４０歳歳歳歳～～～～５９５９５９５９歳歳歳歳でででで４０４０４０４０％％％％をををを超超超超えるえるえるえる高高高高いいいい数値数値数値数値～～～～　15歳以上就業者のうち、県外就業者の割合は29.9％で全国１位となっています。　２位は埼玉県で29.9％、３位は千葉県で28.6％、４位は神奈川県で24.9％と、20％を超えるのは４県で、いずれも大都市周辺の県となっています。  また、本県の県外就業者の割合を男女別にみると、男性が36.8％、女性が20.4％と男性が高くなっています。　年齢（５歳階級）別にみると、男性は25歳から64歳の各階級で30％を超え、40歳から59歳の各階級では40％を超えています。　女性は15歳から39歳の各階級で20％を超え、25歳から29歳の階級で35.3％と最も高くなっています。　　表表表表　　　　県外就業率県外就業率県外就業率県外就業率（（（（HHHH2222年年年年～～～～HHHH22222222年年年年））））
＊他県への就業者割合は国に準じて計算

奈良県 全国県外就業者数（人） 割合（％） 県外就業者数（人） 割合（％） 7.8H7 217,403  32.7 5,214,381  8.1H2 200,235  32.5 4,815,051  8.1H17 186,040  29.3 5,085,731  8.3H12 202,563  30.9 5,107,792  8.8H22 167,994  29.9 4,831,668
年

年齢

*網掛は、男性40％以上、女性30％以上

H17　 H22　 H17　 H22　 H17　 H22　 H17　 H22　総数 134,864 119,802  35.7 36.8 51,176 48,192  19.9 20.4　 15～19    542 723  12.1 21.2 614 800  12.0 20.1　 20～24    4,836 4,750  22.8 28.6 7,497 6,064  29.5 29.9 　25～29    10,262 7,894  31.2 32.0 10,341 8,361  35.5 35.3　 30～34    14,770 10,714  34.6 35.2 7,976 6,814  29.4 30.1　 35～39    15,338 15,090  38.9 38.4 5,348 6,222  21.5 23.5　 40～44    15,566 14,756  40.6 41.7 4,186 5,005  15.3 18.5　 45～49    14,735 14,616  39.7 42.9 3,773 4,187  13.7 15.3　 50～54    17,457 13,461  40.5 41.0 4,173 3,574  14.4 14.3　 55～59    21,797 15,366  43.3 41.3 4,093 3,349  14.1 14.2　 60～64    12,230 13,783  38.0 39.0 1,791 2,323  11.6 12.3　 65～69    4,678 5,532  25.8 29.6 785 896  9.6 10.7　 70～74    1,678 2,044  16.5 23.1 368 374  8.1 10.2　 75～79    674 706  12.6 16.9 163 150  6.2 9.1　 80～84    221 292  11.2 16.9 54 53  5.4 8.3　 85以上    80 75  13.8 13.9 14 20  3.6 10.4

女性県外就業者数（人） 割合（％）男性県外就業者数（人） 割合（％）

　　図図図図　県外就業率県外就業率県外就業率県外就業率のののの推移推移推移推移（（（（HHHH2222年年年年～～～～HHHH22222222年年年年））））
5101520
253035

H2 H7 H12 H17 H22
（％） 全国奈良
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都道府県別県外就業率（平成22年）

⑤ 14.5
④ 24.9③ 28.6② 29.9 ① 29.9

05
1015
2025
3035

北海道 青森県 岩手県 宮城県 秋田県 山形県 福島県 茨城県 栃木県 群馬県 埼玉県 千葉県 東京都 神奈川県 新潟県 富山県 石川県 福井県 山梨県 長野県 岐阜県 静岡県 愛知県 三重県 滋賀県 京都府 大阪府 兵庫県 奈良県 和歌山県 鳥取県 島根県 岡山県 広島県 山口県 徳島県 香川県 愛媛県 高知県 福岡県 佐賀県 長崎県 熊本県 大分県 宮崎県 鹿児島県 沖縄県

（％）

全国　8.8

市町村別県外就業率市町村別県外就業率市町村別県外就業率市町村別県外就業率（（（（平成平成平成平成22222222年年年年））））

⑤ 42.0 ③ 45.5 ② 45.6① 56.2④ 43.6

010
2030
4050
60

奈良市 大和高田市 大和郡山市 天理市 橿原市 桜井市 五條市 御所市 生駒市 香芝市 葛城市 宇陀市　 山添村 平群町 三郷町 斑鳩町 安堵町 川西町 三宅町 田原本町 曽爾村 御杖村 高取町 明日香村 上牧町 王寺町 広陵町 河合町 吉野町 大淀町 下市町 黒滝村 天川村 野迫川村 十津川村 下北山村 上北山村 川上村 東吉野村

（％）

奈良県　29.9
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３３３３　　　　流入流入流入流入・・・・流出人口流出人口流出人口流出人口

　 通勤・通学のため、他県から本県に流入している人口（流入人口）は56,012人で、平成17年より3,904人（△6.5％）減少しています。　流入人口を府県別にみると、大阪府からの流入が28,583人、京都府からが17,531人、三重県からが3,734人で、この3府県で流入人口の89.0％を占めています。平成17年と比べると、大阪府からの流入が6.2％減少、京都府からが5.2％減少、三重県からが17.1％減少しています。　一方、通勤・通学のため、本県から他県へ流出している人口（流出人口）は197,223人で、平成17年より23,394人（△10.6％）減少しています。　流出人口を府県別にみると、大阪府への流出が162,434人、京都府へは19,698人、兵庫県へは5,468人で、この3府県で流出人口の95.1％を占めています。平成17年と比べると、大阪府への流出が12.6％減少、京都府へは3.2％増加、兵庫県へは0.9％増加しています。　

～～～～奈良県奈良県奈良県奈良県からのからのからのからの流出人口流出人口流出人口流出人口はははは１０１０１０１０．．．．６６６６％％％％のののの減少減少減少減少～～～～

兵庫県5,468人 京都府19,698人 滋賀県1,692人
三重県4,062人大阪府大阪府大阪府大阪府162,434162,434162,434162,434人人人人和歌山県1,430人

　　　　図図図図　　　　奈良県奈良県奈良県奈良県からのからのからのからの流出人口流出人口流出人口流出人口　　　　図図図図　　　　奈良県奈良県奈良県奈良県へのへのへのへの流入人口流入人口流入人口流入人口
兵庫県2,000人 京都府17,531人 滋賀県567人

三重県3,734人大阪府大阪府大阪府大阪府28282828,,,,583583583583人人人人和歌山県3,007人

　　表表表表　　　　　　　　奈良県奈良県奈良県奈良県のののの流入流入流入流入・・・・流出人口流出人口流出人口流出人口のののの推移推移推移推移
　　　　大　　阪　　府　　　　京　　都　　府　　　　三　　重　　県　　　　和　歌　山　県　　　　兵　　庫　　県　　　　滋　　賀　　県　　　　大　　阪　　府　　　　京　　都　　府　　　　兵　　庫　　県　　　　三　　重　　県　　　　滋　　賀　　県　　　　和　歌　山　県 36.3 17.6 2.41,284 1,354 1,417 1,430 0.5 0.6 0.6 -12.8 -6.7 0.93,627 3,915 4,406 4,062 1.4 1.6 2.0 -9.9 -10.2 -12.619,134 18,662 19,092 19,698 7.3 7.8 8.7 7.8 -11.0 -2.9678 623 636 567 1.1 1.0 1.1 -8.5 -13.2 -17.12,602 2,838 3,025 3,007 4.1 4.6 5.0 -6.4 -6.2 -6.216,852 17,768 18,499 17,531 26.7 28.8 30.9流入・流出人口（人） 割合（％） 増減率（％）平成7年 12年 17年 22年 平成7年 12年 17年

0.7 5.5 4.7 0.91,692 0.4 0.6 0.7 0.91,031 1,405 1,652 2.1 7.9 12.5 -7.85,468 2.5 2.4 2.5 2.86,662 5,811 5,420 10.0 -2.5 2.3 3.2162,434 87.2 86.1 84.2 82.4229,525 206,889 185,833 100.0 100.0 -8.7 -8.2 -10.6220,617 197,223 100.0 100.0奈良県からの流出人口 263,281 240,280 1.0 -8.1 2.1 -10.82,000 3.4 3.7 3.4 3.62,146 2,314 2,060 5.4 9.1 6.6 -0.63,734 9.0 8.4 7.5 6.75,671 5,187 4,504 31.3 5.4 4.1 -5.228,583 54.9 52.6 50.8 51.034,684 32,480 30,462 100.0 100.0 -2.3 -2.9 -6.559,916 56,012 100.0 100.0奈良県への流入人口 63,166 61,726 22年 7～12年 12～17年 17～22年

　　　　＊流入人口は奈良県以外から奈良県への通勤・通学者数（１５歳未満も含む）、流出人口は奈良県から奈良県以外への通勤・通学者数（１５歳未満も含む）
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４４４４　　　　昼夜間人口昼夜間人口昼夜間人口昼夜間人口～～～～奈良県奈良県奈良県奈良県のののの昼夜間人口比率昼夜間人口比率昼夜間人口比率昼夜間人口比率はははは８９８９８９８９．．．．９９９９でででで全国第全国第全国第全国第４５４５４５４５位位位位～～～～　 本県の昼間人口は、1,259,517人（全国第32位）で、夜間（常住）人口に比べて141,211人少なく、昼夜間人口比率は89.9となっています。　平成17年より、昼間人口で852人増加、夜間(常住）人口で18,638人減少し、昼夜間人口比率は上昇しています。   市町村別の昼間人口は、奈良市が346,965人と最も多く、次いで橿原市が116,978人、大和郡山市が92,686人となっています。　昼夜間人口比率は下北山村（109.3）が最も高く、次いで上北山村（106.9）、十津川村（104.5）となっています。これに対して、昼夜間人口比率が最も低いのは、平群町（72.4）、次いで三宅町（76.4）、生駒市（77.1）となっています。　平群町は夜間(常住）人口が19,727人で、通勤が4,463人、通学が977人の流出超過、三宅町は夜間　（常住）人口が7,440人で、通勤が1,443人、通学が311人の流出超過、生駒市は夜間(常住）人口が118,113人で、通勤が23,002人、通学が4,045人の流出超過となっています。　 昼夜間人口比率を都道府県別にみると、東京都（118.4）が最も高く、次いで大阪府（104.7）、愛知県（101.5）で、最も低いのは埼玉県（88.6）、次いで千葉県（89.5）、奈良県（89.9）となっています。図図図図　　　　　　　　奈良県市町村別昼夜間人口比率奈良県市町村別昼夜間人口比率奈良県市町村別昼夜間人口比率奈良県市町村別昼夜間人口比率（（（（平成平成平成平成22222222年年年年））））

⑤ 78.0④ 77.4③ 77.1 ② 76.4① 72.4

⑤ 103.4④ 104.1 ③ 104.5 ② 106.9① 109.3
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100
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奈良市 大和高田市 大和郡山市 天理市 橿原市 桜井市 五條市 御所市 生駒市 香芝市 葛城市 宇陀市　 山添村 平群町 三郷町 斑鳩町 安堵町 川西町 三宅町 田原本町 曽爾村 御杖村 高取町 明日香村 上牧町 王寺町 広陵町 河合町 吉野町 大淀町 下市町 黒滝村 天川村 野迫川村 十津川村 下北山村 上北山村 川上村 東吉野村
奈良県　89.9
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　　表表表表　　　　　　　　昼間人口昼間人口昼間人口昼間人口、、、、夜間人口夜間人口夜間人口夜間人口（（（（常住人口常住人口常住人口常住人口））））及及及及びびびび昼夜間人口比率昼夜間人口比率昼夜間人口比率昼夜間人口比率のののの推移推移推移推移奈良県
86.01,400,728H 7

昼間人口　　B　　(人)
1,136,5101,304,4111,373,5861,077,4911,208,547 1,063,018 88.888.0956,626 90.3930,160 839,578 昼夜間人口比率B/A×10094.492.6737,645764,848

87.688.7H12 1,419,3661,440,689 87.186.01,429,871 1,229,7561,181,7141,258,665 89.91,259,517S60H 2
夜間人口（常住人口）　　A　　(人)S55S35S40S45S50

H22
781,058825,965

1,262,135H17　　　　＊S55年～H17年の夜間人口（常住人口）は年齢「不詳」を除く。

図図図図　　　　都道府県別昼夜間人口比率都道府県別昼夜間人口比率都道府県別昼夜間人口比率都道府県別昼夜間人口比率（（（（平成平成平成平成22222222年年年年））））
⑤ 100.3④ 101.2③ 101.5 ② 104.7① 118.4

③ ③ ③ ③ 89898989....9999⑤ 95.7④ 91.2① 88.6 ② 89.58090
100110120130

北海道 青森県 岩手県 宮城県 秋田県 山形県 福島県 茨城県 栃木県 群馬県 埼玉県 千葉県 東京都 神奈川県 新潟県 富山県 石川県 福井県 山梨県 長野県 岐阜県 静岡県 愛知県 三重県 滋賀県 京都府 大阪府 兵庫県 奈良県 和歌山県 鳥取県 島根県 岡山県 広島県 山口県 徳島県 香川県 愛媛県 高知県 福岡県 佐賀県 長崎県 熊本県 大分県 宮崎県 鹿児島県 沖縄県
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　　図図図図　　　　　　　　昼間人口昼間人口昼間人口昼間人口、、、、夜間人口夜間人口夜間人口夜間人口（（（（常住人口常住人口常住人口常住人口））））及及及及びびびび昼夜間人口比率昼夜間人口比率昼夜間人口比率昼夜間人口比率のののの推移推移推移推移

8


